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敷地のDEM地形図（敷地造成前）

敷地のDEM地形図（敷地造成後）

空中写真（平成５年撮影）から作成

航空レーザー測量（平成19年）によるＤＥＭから作成

敷地近傍の地形図

 敷地は，海岸線に沿って南北方向に分布する標高約10m～約40mの台地に
位置している。

 敷地の西部～南部には原地形が残存している。
 敷地西側は，開析が進行した丘陵よりなる。

原子炉建屋設置位置

原子炉建屋設置位置

東通原子力発電所

6.1.1 地形

敷地及び敷地近傍の地形

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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敷地近傍の段丘面区分図

凡 例

 敷地近傍陸域には高位より，Ｈ４面，Ｈ５面，Ｍ１面，Ｍ１'面，Ｍ２面，Ｌ１面及びＬ２面が分布
している。

 Ｈ４面及びＨ５面は敷地西方から老部川流域にかけて断続的に分布する。

 Ｍ１面～Ｌ１面は概ね海岸線と平行に分布する。

 Ｌ１面及びＬ２面は老部川沿いに広く分布している。

敷地周辺の段丘面区分図

凡 例

敷地近傍の段丘面区分図

6.1.1 地形

敷地近傍の地形（地形面区分）

東通原子力発電所 東通原子力発電所

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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敷地の段丘面区分図

小
老
部
川

 敷地の段丘は，段丘面の形態，高度，分布状況及び連続性，開析度，堆積物の層相，火山灰層との層位関係等について，敷地周辺陸域の段丘面との検討を行い，高位より，
Ｍ１面，Ｍ１’面，Ｍ２面及びＬ１面に区分される。

 Ｍ１面については若干の高度差によって，Ｍ１
+面及びＭ１面に，Ｍ２面についてはＭ２面及びＭ２’面に細分される。

 敷地北部には，小老部川が東流して太平洋に注いでおり，この小老部川に沿って幅約60ｍ〜約100ｍの低地が分布する。

6.1.1 地形

敷地の地形（地形面区分）

第８７８回審査会合（2020.7.17）

資料１－１ p6-5 再掲
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段丘堆積物を被覆する陸成堆積物には，洞爺火山灰層（約11.5万年前〜約11.2
万年前），阿蘇４火山灰層（約９万年前〜約8.5万年前），十和田レッド軽石層（約
８万年前），十和田ビスケット１火山灰層（約3.2万年前）等が確認されている。

洞爺火山灰層は，Ｍ１面段丘堆積物及びＭ１’面段丘堆積物を被覆し，Ｍ２面段丘
堆積物に被覆される。

阿蘇４火山灰層は，Ｍ２面段丘堆積物を被覆し，Ｌ１面段丘堆積物に被覆される。
十和田レッド軽石層は，Ｌ１面段丘堆積物を被覆する。

敷地の段丘堆積物と火山灰層の層位関係図

6.1.1 地形

敷地の段丘堆積物と火山灰層の層位関係

地層 名 堆 積 年代
酸素同位体
ステージ

地 層 の 分 布

十和田レッド
軽石層

８万年前 5a後期 粘土あるいはローム層中に分布。

L１面段丘堆積物 ８万年前頃 5a
海側のM２面段丘堆積物を被覆する
粘土層，ローム層中に分布。

阿蘇４火山灰層 ９～8.5万年前 5b 陸成粘土層中に局所的に分布。

M２面段丘堆積物 10万年前頃 5c
M１面の海岸側に分布。M１’を被覆し
て分布。

洞爺火山灰層
11.5～

11.2万年前
5d

M１，M１’を覆う粘土，有機質土あるい
はローム層中に分布。海側ではM２面
堆積期に削剥されて分布しない箇所
あり。

M１’面段丘堆積物

12～13万年前頃 5e
山側に広く分布。海側ではM２面堆積
期に削剥されて分布しない箇所あり。

M１面段丘堆積物

※テフラ名は町田・新井（2003）による

新規 第８７８回審査会合（2020.7.17）
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敷地の段丘は，概ね山側（西側）より海側（東側）に向かって，Ｍ１面，Ｍ１’面，Ｍ２面及びＬ１面が分布する。Ｍ１面については若干の高度差によって，Ｍ１
+面

及びＭ１面に，Ｍ２面についてはＭ２面及びＭ２’面に細分される。
Ｍ１面は高度25m～40m付近，Ｍ１’面は高度20m付近，Ｍ２面は高度15m～20m付近，Ｌ１面は高度10m付近に分布する。

敷地の第四系模式断面図

敷地の地形面区分図

Ｗ←

→Ｅ

敷地南端F-9断層西側にのみ分布

6.1.1 地形

敷地の段丘面の分布

原子炉建屋設置位置

新規 第８７８回審査会合（2020.7.17）
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6-86.1.1 地形

敷地の段丘面の形成時期

 敷地の段丘は，高位より，Ｍ１面，Ｍ１’面，Ｍ２面及びＬ１面に区分される。
 敷地の段丘のうち，Ｍ１面はMIS5eに対比され，Ｍ１’面はMIS5eの一部に対比される。

・陸
成
堆
積
物

・陸
成
堆
積
物

F1扇状地
堆積物・

陸成堆積物

新規 第８７８回審査会合（2020.7.17）
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6-96.1.1 地形

敷地の第四系地質層序

 敷地の表層には，新第三系を不整合に覆って上部更新統～完新統が分布する。
 敷地の上部更新統は，段丘堆積物，扇状地堆積物・陸成堆積物等に区分される。
 段丘堆積物は，分布及び層相より，Ｍ１面段丘堆積物, Ｍ１’面段丘堆積物，Ｍ２面段丘堆積物及びＬ１面段丘堆積物に細区分され，未固結～半固結の砂礫，細粒～中粒砂等よ

りなる。
 Ｍ１面段丘堆積物, Ｍ１’面段丘堆積物，Ｍ２面段丘堆積物及びＬ１面段丘堆積物は，未固結の灰白色を呈する層厚約0.5m～約２mの粘土～シルト腐植質粘土，礫及び砂よりな

る陸成堆積物，並びに橙褐色～黄褐色を呈する層厚約１m～約２mの粘土質火山灰及び火山灰質砂よりなるローム層に被覆される。

敷地の地質図

敷地の第四系の地質層序表

原子炉建屋設置位置

第８７８回審査会合（2020.7.17）

資料１－１ p6-9 再掲
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敷地近傍の地質図

6.1.2 地質・地質構造

敷地～敷地近傍の地質・地質構造の概要①

 敷地及び西側の丘陵においては，中新統の猿ヶ森層，泊層及び蒲野沢層は概ね西緩傾斜を示し，NNE−SSW走向の正断層が発達している。

 断層は，東落ちの正断層が卓越し，階段状に東側が下がっていることから，敷地と同層準の泊層，蒲野沢層が西側の丘陵に分布している。

 以上の敷地近傍の地質構造から，敷地西側丘陵の泊層は，敷地の泊層上部層に対比され，泊層下部層は深部に分布する可能性が考えられる。

敷地周辺の地質断面図

東通原子力発電所

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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6-136.1.2 地質・地質構造

敷地～敷地近傍の地質・地質構造の概要②

敷地周辺の地質断面図

 敷地及び西側の丘陵においては，中新統の猿ヶ森層，泊層及び蒲野沢層は概ね西緩傾斜を示し，NNE−SSW走向の正断層が発達している。

 断層は，東落ちの正断層が卓越し，階段状に東側が下がっていることから，敷地と同層準の泊層，蒲野沢層が西側の丘陵に分布している。

 以上の敷地近傍の地質構造から，敷地西側丘陵の泊層は，敷地の泊層上部層に対比され，泊層下部層は深部に分布する可能性が考えられる。

東通原子力発電所

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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6-146.1.2 地質・地質構造

敷地の地質層序

敷地の新第三系の地質構造図

敷地の新第三系の地質層序表

※蒲野沢層e部層から，珪藻化石分析結果から，
Denticulopsis lauta が産出している。

 敷地の新第三系は，下位より，新第三系中新統の猿ヶ森層，泊層及び蒲野沢層で構成され，泊層には安山岩が貫入する。

 泊層上部層分布域に，地塁状をなして泊層下部層が分布し，半地溝状～地溝状をなして蒲野沢層が分布する。

 猿ヶ森層は，敷地においては地表付近には分布しない。

 敷地の主要な断層は，これらの地質分布を規制する正断層である。

※

岩種境界

e部層 砂岩

d部層 礫岩・砂岩

c部層 砂岩

b部層 泥岩

a部層 礫岩・砂岩

安山岩岩脈

火山砕屑岩

安山岩溶岩

火山砕屑岩

安山岩溶岩

敷地境界

地層境界
（蒲野沢層と泊層上部層の不整合）

地層境界

主要断層
その他の断層（破線は推定断層）

地質断面図位置

（断層線のケバは落ちの方向，矢印は面の傾斜方向）

蒲野沢層

泊層

上部層

泊層

下部層

原子炉建屋設置位置

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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6-156.1.2 地質・地質構造

敷地の地質構造（東西方向の地質断面）
 敷地の新第三系は，泊層上部層分布域に地塁状をなして泊層下部層が分布し，半地溝状〜地溝状をなして蒲野沢層が分布する。これらの境界をなす主要な断層として，

Ｆ−１断層〜Ｆ−１０断層が認められる。
 主要な断層は，主にNNE-SSW〜NE-SW走向で比較的連続性が認められる変位量の大きな高角度の正断層である。

敷地の地質断面図（東西方向）

1’

2’

3’

5’ 6’4’

7’

1 2

3 5 64

7

原子炉建屋設置位置

地質構造図

原子炉建屋設置位置

新規 第８７８回審査会合（2020.7.17）
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6-166.1.2 地質・地質構造

敷地の地質構造（南北方向の地質断面）

断面図修正

 敷地の新第三系は，泊層上部層分布域に地塁状をなして泊層下部層が分布し，半地溝状〜地溝状をなして蒲野沢層が分布する。これらの境界をなす主要な断層として，
Ｆ−１断層〜Ｆ−１０断層が認められる。

 主要な断層は，主にNNE-SSW〜NE-SW走向で比較的連続性が認められる変位量の大きな高角度の正断層である。

原子炉建屋設置位置（投影）

敷地の地質断面図（南北方向）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅰ’

Ⅱ’

Ⅲ’

地質構造図

原子炉建屋設置位置

新規 第８７８回審査会合（2020.7.17）
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6-17

 敷地の主要な断層は，走向がNNE-SSW～NE-SWで，東傾斜の正断層が主体で一部が西傾斜の正断層からなり，地塁，地溝～半地溝状の地質構造を形成している。
 この地質構造は，引張応力場においてほぼ同時期に形成されたと考えられ，平（2004）に示されるモデルとほぼ合致している。

6.1.2 地質・地質構造

敷地の地質構造の特徴

①東傾斜の正断層①東傾斜の正断層

③地塁状の構造

②西傾斜の断層

①東傾斜の正断層
①

②

③ ①①

④地溝状の構造

②

東通の地質構造の特徴と地質構造モデル（平（2004））の類似性

引張応力場における地質構造モデル 平（2004）に加筆

①

③

②

④地溝状の構造

1’

5’

1

3 5

地質構造図

3'

① 主リストリック正断層，リストリック・ファン
（シンセティック正断層）

②アンティセティック正断層
③ホルスト（地塁）
④（地溝状の構造）

同一応力場（引張）でほぼ同時に形成

東通の地質構造と類似

平（2004）の地質構造モデル

① 東傾斜の正断層
② 西傾斜の正断層
③ 地塁状の構造
④ 地溝状の構造

東通の地質構造

原子炉建屋設置位置

新規 第８７８回審査会合（2020.7.17）
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引張応力場における地質構造モデル 平（2004）に加筆

①

③

②

④地溝状の構造

① 主リストリック正断層，リストリックファン
（リストリック正断層）

②アンティセティック正断層
③ホルスト（地塁）
④（地溝状の構造）

① 東傾斜の正断層群
② 西傾斜の正断層
③ 地塁状の構造
④ 地溝状の構造

H28-Line3

H28-Line3

H28-Line4

6.1.2 地質・地質構造

敷地～敷地近傍の地質構造の特徴

W-1 W-2 W-3
 敷地～敷地近傍の主要な断層は，走向がNNE-SSW～NE-SWで，東傾斜の正断層が主体で一部が

西傾斜の正断層からなる。
 東傾斜の断層はリストリックなシンセティック正断層であり，西傾斜の断層はアンティセティック正断

層であり，地溝状の構造を形成する断層は，互いに切り切られの関係となる。
 この地質構造は，引張応力場においてほぼ同時期に形成されたと考えられ，平（2004）に示されるモ

デルとほぼ合致している。

東通原子力発電所

平（2004）の地質構造モデル 東通の地質構造

東通の地質構造と類似

新規 第８７８回審査会合（2020.7.17）
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「[新編]日本の活断層」(1991)は，敷地近傍に長さ7km，NNE-SSW方向の「活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)」を示し，一切山東方断層と呼び，その活動
度をＣ級としている。

 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）は，「[新編]日本の活断層」(1991)による一切山東方断層の南端付近に長さ約2kmの推定活断層を示している。

 50万分の1活構造図「青森」（1986）には，敷地近傍陸域に活断層あるいは推定活断層は示されていない。

6.2.1.1 文献調査・変動地形学的調査

文献による敷地～敷地近傍の活断層

山崎ほか
50万分の１活構造図「青森」（1986）

活断層研究会編
「［新編］日本の活断層」（1991）

今泉ほか編
「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（2018）

番号 断層名 長さ 確実度 変位の向き

１ 一切山東方断層 7km Ⅲ 西側隆起

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの
確実度Ⅲ：活断層の疑のあるリニアメント

活 断 層 ：過去に繰り返し動いてきた跡が地形に現れ，
今後も活動を繰り返すと考えられる断層

推定活断層：地形的な特徴により活断層の存在が推定さ
れるが，現時点では明確には特定できない
もの

断層名 長さ

－
約2km（図読）
（推定活断層）

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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敷地近傍の空中写真判読結果

一切山東方の

リニアメント

老部川右岸の

リニアメント

小田野沢西方の

リニアメント

 空中写真判読の結果，東通村一切山東方から同村老部川左岸にかけて断続するＬＤリニアメント（一切山東方断層），東
通村老部川右岸にＬＤリニアメント（老部川右岸），東通村小田野沢西方に延長の短いＬＤリニアメント（小田野沢西方）がそ
れぞれ認められる。

 これらのリニアメントのうち，一切山東方のＬＤリニアメントは，「［新編］日本の活断層」（1991）による一切山東方断層の一
部に対応している。

なお，一切山東方のＬＤリニアメントのうち南端部付近には，「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）による推定活断
層が示されているものの，位置は異なっている。

6.2.1.1 文献調査・変動地形学的調査

敷地近傍の空中写真判読結果

凡 例

東通原子力発電所

名称（区間） 走向
長さ
（km）

ランク 判読内容 文献との比較

一切山東方断層
（東通村小老部川～

同村老部川上流左岸）

NNE－
SSW

4 ＬＤ

• 丘陵東縁に見られる崖，直線状
の谷等の配列。崖面は，開析の
進んでいるところが多い。

• 直線状の谷を挟んで，両側に分
布する尾根に高度差は認められ
ない。

• 北部に分布するＭ1面～Ｍ2面に
リニアメントは認められない

・「[新編] 日本の活断層」
（1991）による一切山東方断
層（確実度Ⅲ，長さ7km） の中
央部～南半部にほぼ一致。

・「活断層詳細デジタルマップ
[新編]」（2018）による推定活
断層とは位置が異なる。

老部川右岸のリニアメント
NNE－
SSW

1.5 ＬＤ

• 丘陵西縁に見られる崖の配列。
崖・鞍部は連続は良いが，多く
の崖面は丸みを呈し，崖面基部
のトレースは細かく凹凸する。

• 北方延長（敷地）に分布するＭ1

面およびＭ2面にリニアメントが
判読されない

-

小田野沢西方のリニアメント N−S 2 ＬＤ

• 急崖の直線的な連続からなる。
崖面は開析が進み，急崖を横断
する扇状地面，周辺に広く分布
するＭ１面にリニアメントは判読
されない

-

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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敷地近傍の空中写真判読結果

 敷地近傍の調査結果を踏まえた敷地の詳細な空中写真判読から，敷地にはリニアメント，変動地形は認
められない。

敷地の地形面区分図

凡 例

敷地の地形面区分図
表示範囲

凡 例

6.2.1.1 文献調査・変動地形学的調査

敷地の空中写真判読結果

東通原子力発電所

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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6.2.1.1 文献調査・変動地形学的調査

判読したリニアメントと地質調査で確認した断層の対応

 一切山東方断層付近で判読されたLDリニアメントは，C-C’断面，E-E’断面では一切山東方断層に対応する。D-D’断面では断層と対応せず，蒲野沢層内の砂岩・泥岩境界に位置している。
 老部川右岸の断層付近で判読されたLDリニアメントは，E-E’断面で老部川右岸の断層に対応している。
 その他の断面では，地質調査で断層が確認されている位置付近にリニアメントは判読されていない。

⇒判読されたLDリニアメントは，必ずしも地質調査で確認された断層とは対応しない。

一切山東方断層

LD

LD

LD

老部川右岸の断層

敷地近傍の地質断面図

LD

東通原子力発電所

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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敷地近傍のリニアメント分布図 敷地近傍の地質構造図

一切山東方断層
（Ｆ－１断層，ｆ－ａ断層）

Loc.
a

Ⓐ

Ⓑ

Loc.a

Ⓐ

Ⓑ

6.2.1.1 文献調査・変動地形学的調査

敷地近傍のリニアメント（一切山東方断層，老部川右岸のリニアメント）

 敷地西側の丘陵東縁には，崖，直線状の谷等の配列からなるLDリニアメントが断続して
認められ，「［新編］日本の活断層」（1991）の一切山東方断層の一部に対応する。

 このリニアメントは，その位置が必ずしも断層と対応せず，主として泊層と蒲野沢層の境
界（Ⓐ），蒲野沢層の泥岩と砂岩の境界（Ⓑ，Loc.a）に対応している。

 老部川右岸のリニアメントは，蒲野沢層と泊層を境する断層にほぼ対応するが，北方延
長付近に広く分布するＭ１面及びＬ１面にリニアメントは判読されない。また，リニアメント
沿いには水系の屈曲，連続性の良い崖，鞍部などは認められない。

 岩石の試験結果によると各種強度及びスレーキングに対する抵抗性は泊層，蒲野沢層
泥岩，蒲野沢層砂岩の順で小さくなる。
⇒ リニアメントは侵食抵抗性の差を反映した侵食地形と判断される。

東通村老部川支流，李沢北支流（Loc.a）における地質断面図及び露頭スケッチ

WNW ESE

泊層，蒲野沢層の侵食抵抗性の比較

模式図

東通原子力発電所東通原子力発電所

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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凡 例

 「活断層詳細デジタルマップ［新編］」(2018)は，老部川左岸において約2km区間にわたる２条の「推定活断層」を示している。

 「推定活断層」の位置は，空中写真判読によるＬＤリニアメントの位置とは異なっており，リニアメント，変動地形は認められない。

 「活断層詳細デジタルマップ［新編］」(2018)が「推定活断層」を示している老部川左岸付近の地表地質踏査の結果によれば，「推定活断層」の位置より西方に一切山東方断層が，東方に老
部川右岸の断層等が認められるものの，「推定活断層」に対応する位置付近においては，主に蒲野沢層の泥岩層及び砂岩層が東緩傾斜で分布しており，断層は認められない。

（地質図・地質断面図）（空中写真判読図）

空中写真判読図

地質断面図（ルートマップ情報を合わせて表示）

地質図（ルートマップ情報を合わせて表示）

※活断層詳細デジタルマップ[新編](2018)による推定活断層の位置を橙線
にて示す

Ｌ2面段丘堆積物

Ｌ1面段丘堆積物

Ｍ1´面段丘堆積物

Ｍ1面段丘堆積物

Ｈ5面段丘堆積物

Ｈ4面段丘堆積物

6.2.1.1 文献調査・変動地形学的調査

活断層詳細デジタルマップ[新編](2018)の推定活断層について

新 規 第８７８回審査会合（2020.7.17）
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 小田野沢西方のＬＤリニアメントは，西側の泊層凝灰質砂岩と東側の猿ヶ森層泥岩との岩相境界付近に位置し，両層ともに西緩傾斜～ほぼ水平な同斜構造を示す。

 リニアメント付近に断層の活動を示唆する地質構造は認められない。

 リニアメントの北方には一切山東方断層の西側の断層が推定されているが，リニアメントがほぼN-S走向であるのに対し，西側の断層はNE-SW走向となっている。

6.2.1.1 文献調査・変動地形学的調査

小田野沢西方のリニアメント周辺の地質・地質構造

小田野沢西方の地質断面図

小田野沢西方の地質図

LD

LD

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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LDリニアメント延長位置

6.2.1.1 文献調査・変動地形学的調査

小田野沢西方のボーリング調査結果

 リニアメントの延長位置付近において，泊層及び猿ヶ森層に不連続は認められない。
 リニアメントの延長部は，海成のＭ１面段丘堆積物分布域の西縁に位置しており，同位置はＭ１面形成期の最高位旧汀線にあたる。
 リニアメントの東方において，中新統に断層が確認されるものの，断層を被覆するＭ１面段丘堆積物に変位・変形は認められない。

（ボーリング調査結果の詳細は，補足説明資料６章に示す。）

⇒小田野沢西方のＬＤリニアメント付近には，少なくとも後期更新世以降に活動した断層は存在しない。リニアメントは，泊層と猿ヶ森
層との岩質の差を反映した侵食地形，あるいは，Ｍ１面形成期における海食崖であると判断される。

新 規 第８７８回審査会合（2020.7.17）
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6.2.1.1 文献調査・変動地形学的調査

小田野沢西方のボーリング調査結果（Ｍ1面段丘堆積物の分布状況）

33.95m

32.02m

30.55m

29.97m

30.96m

31.04m
30.68m

38.56m

33.78m

32.75m
32.58m

32.81m32.90m

30.41m

緑字は第四系の基底面標高

赤字はToyaの基底面標高

新 規

 Ｍ1面段丘堆積物の分布標高は，Od-2からOd-9にかけての区間では海側に向かって低くなり，その海側のOd-8及びOd-6で高くなるものの，さらに海側のOd-7では再び低くなっ
ている。

 中新統に確認された断層は，Od-10とOd-9との間でＭ1面段丘堆積物基底面に達すると考えられることから，Ｍ1面段丘堆積物が海側で高くなっていることと関連性はないものと
判断される。

 各孔間におけるM1面段丘堆積物基底面の分布標高の差は，岩盤上面の元々の不陸によるものと考えられる。また， M1面段丘堆積物上面も侵食されているものと考えられる。
（ボーリング調査結果の詳細は，補足説明資料６章に示す。）

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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６．敷地～敷地近傍の断層

6.1 敷地～敷地近傍の地形，地質・地質構造の概要
6.2 敷地～敷地近傍の断層と評価の概要

6.2.1 敷地～敷地近傍の断層の概要
6.2.1.1 文献調査・変動地形学的調査
6.2.1.2 敷地～敷地近傍の断層

6.2.2 敷地～敷地近傍の断層の評価の概要
6.3 敷地～敷地近傍の震源として考慮する活断層の評価
6.4 まとめ
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東北電力敷地

B B’

D=約40m

 Ｆ－１断層は，「［新編］日本の活断層」（1991）の一切山東方断層に相当する。
 Ｆ－２断層は，敷地の南方に連続し，老部川左岸で消滅する。
 一切山東方断層の西側には，東傾斜の正断層（Ｗ－１断層～Ｗ－３断層）が分布し，南方において，一切山東方断層（Ｆ－１断層）と会合し，共に消滅する。
 老部川右岸には，西落ちの正断層が確認され，その位置，地質分布からＦ－９断層に連続するものと判断される。
 老部川右岸の断層は，老部川上流でＷ－１断層に切られ，これより南方には連続しない。

A

東京電力敷地

A′

敷地近傍の地質構造図・断面図

D=約20mD=約45m

凡 例

6.2.1.2 敷地～敷地近傍の断層

敷地～敷地近傍の断層

断層名 走 向 傾 斜
最大破砕
幅(cm)

見かけ
鉛直変位量

(m)

移動の
センス

W－１断層
ＮNE-SSW～

NW-SE
Ｅ 45 45 正

W－２断層 ＮE-SW～NW-SE Ｅ － 40 正

W－３断層 ＮE-SW～NW-SE Ｅ 30 40 正

一切山東方断層
（Ｆ－１断層）

ＮNE-SSW～
NW-SE

Ｅ 150 200 正

Ｆ-２断層 NE-SW Ｅ 20 40 正

老部川右岸の断層
（Ｆ－９断層）

N-S～NNE-SSW Ｗ 210 180以上 正

W-１断層

東通原子力発電所

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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6-336.2.1.2 敷地～敷地近傍の断層

敷地の断層と断層の区分

１．主要な断層

断層名 走 向 傾 斜
最大破砕幅

(cm)
見かけ鉛直変位量

(m)
移動の
センス

Ｆ－１ Ｎ17゜～40゜Ｅ 60゜～85゜ＳＥ 150 200 正
Ｆ－２ Ｎ26゜～46゜Ｅ 58゜～60゜ＳＥ 20 40 正
Ｆ－３ Ｎ3゜Ｗ～53゜Ｅ 64゜～80゜Ｅ 55 170以上 正
Ｆ－４ Ｎ28゜～62゜Ｅ 65゜ＳＥ～83゜ＮＷ 250 60 正
Ｆ－５ Ｎ14゜Ｗ～2゜Ｅ 63゜～78゜Ｗ 40 270以上 正
Ｆ－６ （Ｎ84゜Ｗ） （80゜Ｎ～90゜） [7] 200 正
Ｆ－７ Ｎ14゜～35゜Ｅ 75゜ＳＥ 25 160以上 正
Ｆ－８ Ｎ18゜Ｗ～68゜Ｅ 67゜ＳＥ～90゜ 75 200 正
Ｆ－９ Ｎ6゜Ｗ～32゜Ｅ 50゜～87゜ＮＷ 210 180以上 正

Ｆ－１０ Ｎ36゜～75゜Ｅ 55゜～71゜ＮＷ 35 110以上 正

 敷地の断層は，以下の４つに区分される。
１．主要な断層

変位量，破砕幅が比較的大きな断層としてＦ－１断層～Ｆ－１０断層が確認されている。
敷地の主要な断層は，地塁状，半地溝状～地溝状の地質構造を規制する高角度の
正断層である。

２．その他の断層

概ね同一地層中に発達し，比較的連続性に乏しく，変位量，破砕幅の比較的小さな断
層としてｆ－ａ断層～ｆ－ｇ断層，ｆ－ｊ断層～ｆ－ｐ断層が確認されている。これらの断層は，
主要な断層に会合するか，あるいは切られていると考えられ，新第三系の分布を大きく
規制していない。

３．原子炉施設設置位置の断層

原子炉建屋設置位置付近に，試掘坑等で確認された断層としてｆ－１断層～ｆ－３断層，
沿岸にｍ－ａ断層～ｍ－ｃ断層が確認されている。ｆ－１断層，ｆ－２断層は連続性に乏し
く，変位量も小規模である。

４．小断層

変位量，破砕幅が極めて小さく，走向方向，深度方向ともに連続性に乏しい断層であり，
敷地の地質構造を規制していないことから，敷地の地質構造図には表示していない。

断層名 走 向 傾 斜
最大破砕幅

(cm)
見かけ鉛直変位量

(m)
移動の
センス

ｆ－ａ N2゜W～42゜E 60゜～80゜SE 30 40 正

ｆ－ｂ N57゜～62゜E 60゜～75゜SE 20 30 正

ｆ－ｃ N3゜W～3゜E 70゜～80゜E 25 20 正

ｆ－ｄ N22゜～40゜E 76゜～83゜NW 13 30 正

ｆ－ｅ N43゜W～10゜E 50゜～78゜NE 15 50 正

ｆ－ｆ [N16゜～36゜E] [70゜～75゜SE] ［25］ 30 正

ｆ－ｇ N27゜～34゜E 80゜～83゜SE 20 60 正

ｆ－ｊ N8゜～42゜E 44゜～51゜NW 5 60 正

ｆ－ｋ N9゜～38゜E 62゜～77゜E 23 10 正

ｆ－ℓ N2゜W～18゜E 30゜～43゜E 15 － （逆）

ｆ－ｍ ［N35゜～66゜W］ ［65゜～80゜N］ [7] 60 正

ｆ－ｎ N26゜E 48゜NW 30 20 正

ｆ－ｏ N16゜E 30゜E 0.1 20 逆

ｆ－ｐ N45゜E 85゜SE 25 30 正

３．１ 原子炉施設設置位置の断層（原子炉建屋設置位置付近の断層）

断層名 走 向 傾 斜
最大破砕幅

(cm)
見かけ鉛直変位量

(m)
移動の
センス

ｆ－１ N70゜W 45゜N 20 0.8 逆

ｆ－２ N35゜W 27゜NE 6 0.2 逆

ｆ－３ N28゜E 38゜NW 30 45 逆

３．２ 原子炉施設設置位置の断層（沿岸の断層）

断層名 走 向 傾 斜
最大破砕幅

(cm)
見かけ鉛直変位量

(m)
移動の
センス

ｍ－ａ N21゜W～39゜E 65゜～88゜E ［50］ 85 正

ｍ－ｂ ［N45゜W］ ［80゜NE］ ［46］ 60 正

ｍ－ｃ ［N55゜W］ ［60゜NE］ ［30］ 10 正

２．その他の断層

（ ） 推定 ［ ］ ボーリングデータ
地質構造図

原子炉建屋設置位置

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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６．敷地～敷地近傍の断層

6.1 敷地～敷地近傍の地形，地質・地質構造の概要
6.2 敷地～敷地近傍の断層と評価の概要

6.2.1 敷地～敷地近傍の断層の概要
6.2.2 敷地～敷地近傍の断層の評価の概要

6.2.2.1 評価の考え方
6.2.2.2 評価対象となる断層

6.3 敷地～敷地近傍の震源として考慮する活断層の評価
6.4 まとめ
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断層の性状，形成時期等に関する検討

総合評価

直下にない

ｆ－２ｆ－１

第３条※１に関する検討

直下にある

f-1，f-2

耐震重要施設及び常設重大事故等
対処施設の直下にある断層

活動性評価の検討対象とする断層の整理

断層の活動性評価

支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面がないことの確認

第４条※１に関する検討

地質調査
（地表踏査，ボーリング調査，試掘坑調査，トレンチ調査）

• 敷地内の断層の有無，性状，位置・分布・連続性
の確認

• 断層破砕部の性状の確認

地球物理学的調査
（反射法地震探査）

• 地下深部の地震発生層から地表付近まで破壊し
ている断層の有無

各種調査項目

変動地形学的調査
（空中写真判読等の変動地形学的調査）

• 新しい時代の活動を示唆するリニアメント，変動地
形の有無

• 地すべり地形の有無

• 地質構造と
の関連

• 熱水変質に
関連した破砕
部構造 等

類似性

※１ 実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則

震源として考慮する活断層に該当しないことの確認

敷地の断層
・主要な断層 ・その他の断層
・原子炉施設設置位置の断層 ・小断層

敷地近傍の断層

・小田野沢西方の
ﾘﾆｱﾒﾝﾄ

（30km範囲）
【陸域】
・下北断層
・横浜断層
・出戸西方断層
・御宿山北方断層
・恐山東山麓のﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・月山東方断層
・一里小屋付近のﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・石持東方のﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・豊栄平のﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・二又付近のﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・鷹架沼南岸のﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・金津山付近のﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・六ヶ所村老部川上流付近のﾘﾆｱﾒﾝﾄ
・目名東方の文献による推定活断層

【海域】
・敷地東方沖断層
・大陸棚外縁断層

敷地周辺の断層
（陸域・海域）

（30km以遠）
【陸域】
・野辺地断層
・上原子断層
・七戸西方断層
・折爪断層
・根岸西方断層
・青森湾西岸断層帯
・津軽山地西縁断層帯
・函館平野西縁断層帯

【海域】
・恵山沖断層

後期更新世以降の活動性を考慮
・横浜断層 ・出戸西方断層
・上原子～七戸西方断層 ・折爪断層
・根岸西方断層 ・青森湾西岸断層帯
・津軽山地西縁断層帯
・函館平野西縁断層帯
・敷地東方沖断層 ・恵山沖断層

〇リニアメント，変動地形
〇地質・地質構造
〇後期更新世以降の地形，地層の変位・変形
〇第四系の変状と断層との関係
〇断層破砕部の性状（鉱物脈，固結・岩石化 等）
〇地下深部の地質構造（断層の深部への連続性，地震発生層から

地表付近までの破壊）

文献調査により
敷地への影響が
大きな断層を抽出

（敷地近傍～敷地周辺の断層）
文献調査，変動地形学的調査，
地質調査，海上音波探査 等

震源として考慮する活断層に該当しないことの確認
地震活動に伴って永久変位が生じる断層に該当しないことの確認

○ 地下深部への連続性（地震発生層から地表付近までの破壊）
○ リニアメント，変動地形
○ 後期更新世以降の地層に見られる第四系の変状と断層との関係
○ 分布・連続性，断層等との関係
○ 断層破砕部の詳細性状（固結・岩石化，鉱物脈，微細構造 等）

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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破砕幅，鉛直変位量が小さく，連続性がない断層

他の断層より形成時期が相対的に古い断層

f-l，小断層

形成時期が相対的に新しく，地質構造を規制して
いる断層

F-2，F-5，F-6，F-7
f-b～f-g， f-j～f-k，
f-m～f-p，m-b，m-c，f-3

敷地西側の半地溝状を構成する東傾斜の断層 一切山東方断層(F-1，ｆ-a)，W-1(W-2，W-3)
敷地中央～南部の地溝状を構成する断層 F-3，F-4 ，F-9 (老部川右岸の断層)
敷地北部の地溝状を構成する断層 F-8※２，F-10※２，m-a

カテゴリーⅠ

カテゴリーⅡ

カテゴリーⅢ

・一切山東方断層
・老部川右岸の断層
・Ｗ－１
・Ｗ－２
・Ｗ－３

一切山東方断層（Ｆ－１，ｆ－ａ） ，Ｗ－１（Ｗ－２，Ｗ－３）／
Ｆ－３，Ｆ－４，Ｆ－９(老部川右岸の断層)／ｍ－ａ

※２ ｆ－１断層の評価において活動性がないことを確認済み

6.2.2.1 評価の考え方

敷地周辺～敷地の断層の活動性に関する評価フロー
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敷地～敷地近傍の断層について，地形，地質・地質構造に
関する特徴を整理

敷地～敷地近傍の断層の「震源として考慮する活断層」の評価の考え方

地表付近で確認される断層について，地下深部※まで連続しない断層は

「震源として考慮する活断層」に該当しないと評価 ※ 3km程度以深

評価対象となる断層を抽出

・形成時期が相対的に新しい

・破砕幅，鉛直変位量が大きい

・連続性を有する

同時期・同一応力場で形成された断層の中で，破砕幅・鉛直変位量が大きく連続性を
有し，形成時期が相対的に新しく，地質構造を大きく規制する断層

一切山東方断層(Ｆ－１，ｆ－ａ)，Ｗ－１（Ｗ－２，Ｗ－３）／

Ｆ－３，Ｆ－４，Ｆ－９(老部川右岸の断層)／Ｆ－８，Ｆ－１０／ｍ－ａ

「震源として考慮する活断層」の評価（地下深部まで連続する断層か否か）

（H31敷地近傍陸域調査結果を反映）

敷地～敷地近傍の断層の特徴（地質構造的背景）

・走向がNNE-SSW～NE-SW，東傾斜の正断層が主体で，一部が西傾
斜の正断層

・東傾斜の断層はリストリックなシンセティック正断層，西傾斜
の断層はアンチセティック正断層で互いに切り切られの関係

・引張応力場においてほぼ同時期に形成され，平(2004)に示され
るモデルと合致

平モデルの図

引張応力場における地質構造モデル 平（2004）に加筆

6.2.2.1 評価の考え方

敷地～敷地近傍の断層の「震源として考慮する活断層」の評価

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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地下深部の構造

敷地～敷地近傍には地下深部に連続するような断層は推定さ
れない

一切山東方断層（Ｆ－１
断層）が規模，破砕幅，
鉛直変位量が最大級で
あり，代表的な断層と考
えられる
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破砕幅，鉛直変位量が小さく，
連続性がない断層か

主要な断層に会合，あるいは主要
な断層に切られる断層か

該当する

該当しない

該当しない

耐震重要施設及び常設重大事
故等対処施設の直下の断層に
該当しない

該当する

該当しない

なし

F-3,  F-4

① 上載地層法※１により後期更新
世以降の活動が否定できるか

⇒トレンチ，露頭観察

④ 文献やリニアメントとの対応から
後期更新世以降の活動が否定
できるか

⇒文献，空中写真判読

② 鉱物脈法※2により活動が否定
できるか

⇒断層破砕部の観察

なし

⑤ 地下深部まで連続しない断層か
⇒反射法地震探査，ボーリング，重力異常

（H31敷地近傍陸域調査結果を反映）

一切山東方断層（F-1,f-a）,
W-1(W-2, W-3) , m-a

否定できる

判断できない

連続しない

判断できない

否定できる

6.3 敷地～敷地近傍の震源として考慮する活断層の評価

③ ①②に該当する断層との切り
切られ関係から後期更新世以降
の活動が否定できるか

⇒トレンチ調査，ボーリング調査

F-9
否定できる

判断できない

f-1, f-2

敷地内の小断層，f-ℓ

f-b, f-c, f-d, f-e, f-f, f-g, f-j, f-k,
f-m, f-n, f-o, f-p/m-b, m-c /f-3/
F-2,F-5, F-6, F-7

[敷地近傍～敷地の断層] W-1, W-2, W-3，一切山東方断層（F-1），
老部川右岸の断層（F-9），F-2

[敷地の主要な断層] F-3, F-4, F-5, F-6, F-7, F-8, F-10
[その他の断層] f-a, f-b, f-c, f-d, f-e, f-f, f-g, f-j, f-k, f-ℓ, f-m, f-n, f-o, f-p
[原子炉建屋設置位置の断層] f-1, f-2, f-3
[原子炉建屋設置位置の断層（沿岸の断層） ]  m-a, m-b, m-c
[その他] 敷地内の小断層

該当する断層はない

震源として考慮する活断層
（地震動評価）

震源として考慮する
活断層に該当しない

連続する

※１ ここでは，断層活動によるM1面段丘堆積物，
M1'面段丘堆積物の変位・変形の有無を確認

判断できない

否定できる

6.2.2.2 評価対象となる断層

該当する

「将来活動する可能性のある断層等」に該当しない
ことを確認済み

カテゴリーⅠ

カテゴリーⅡ

Step1

Step2

Step3

カテゴリーⅢ

敷地～敷地近傍の断層の活動性評価にあたっては，同時期・同一応力場で形
成された断層の中で，破砕幅・鉛直変位量が大きく連続性を有し，形成時
期が相対的に新しく，地質構造を大きく規制する断層を抽出（フロー左側）

一切山東方断層をはじめとするカテゴリーⅢの断層について評価を行う。（フロー
右側）

※ｆ－１断層の評価において活動性がないことを確認済み

※2 ここでは，断層破砕部を横断もしくは充填する
石英（玉髄）の性状を分析

同時期・同一応力場で形成された断層の中で，破砕幅・鉛直変位量が大きく連続性を有し，形成
時期が相対的に新しく，地質構造を大きく規制する断層

一切山東方断層(F-1,f-a) ,W-1(W-2, W-3)／F-3, F-4, F-9(老部川右岸の断層)／
F-8※, F-10※／m-a

6.2.2.1 評価の考え方

敷地～敷地近傍の断層の「震源として考慮する活断層」の評価フロー

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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６．敷地～敷地近傍の断層

6.1 敷地～敷地近傍の地形，地質・地質構造の概要
6.2 敷地～敷地近傍の断層と評価の概要

6.2.1 敷地～敷地近傍の断層の概要
6.2.2 敷地～敷地近傍の断層の評価の概要

6.2.2.1 評価の考え方
6.2.2.2 評価対象となる断層

6.3 敷地～敷地近傍の震源として考慮する活断層の評価
6.4 まとめ
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6.2.2.2 評価対象となる断層

Step １ 耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設と断層の位置関係

凡 例

：耐震重要施設※１及び
常設重大事故等対処施設※２

※１ 設置許可基準規則第３条の対象となる耐震重要施設（間接支持
構造物を含む）

※２ 設置許可基準規則３８条の対象となる常設耐震重要重大事故防

止設備又は常設重大事故緩和設備が設置される重大事故等対
処施設（特定重大事故等対処施設を除く）

：上記以外の断層

：耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設
の直下にある断層

：常設重大事故等対処施設

F
-
6

ｆ-ｆ

f-g

F-9
耐震重要施設及び常設重大事故等
対処施設の直下については基礎基
盤レベル，それ以外についてはT.P.
約-16mにおける断層の分布

岩盤上面における
断層の分布

常設代替交流電源設備

緊急時対策建屋

淡水貯水槽

排気筒連絡ダクト

排気筒

補機冷却海水系取水路

海水熱交換器建屋

海水熱交換器建屋連絡ダクト タービン建屋

原子炉建屋 原子炉格納容器圧力逃がし装置

補機冷却海水系取水口

補機冷却海水系取水路

海水熱交換器建屋連絡ダクト

 耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の直下にある断層は，
ｆ－１断層，ｆ－２断層であり，「将来活動する可能性のある断層等」
に該当しないことを確認済み（第454回審査会合（H29.3.17)，第573
回審査会合（H30.5.18) ）。

新 規 第８７８回審査会合（2020.7.17）
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 耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の直下にない断層について，以下の観点から，「震源として考慮する活断層」の評価対象となる断層を抽出する。
破砕幅，鉛直変位量が小さく，連続性がない断層 ⇒ カテゴリーⅠ 

敷地の断層のうち，「小断層」と一部の「その他の断層」は， 破砕幅，鉛直変位量が極めて小さく，走向方向，深度方向ともに連続性に乏しい断層であり，カテゴリーⅠの断層とする。
他の断層より形成時期が相対的に古い断層 ⇒ カテゴリーⅡ

敷地の「主要な断層」と多くの「その他の断層」は正断層であり，これらは，切り・切られあるいは分岐・会合の関係にあることから，大局的にはほぼ同時期に形成されたと考えられるものの，
詳細には相互の新旧関係が検討でき，形成時期が相対的に古い断層をカテゴリーⅡの断層とする。カテゴリーⅡの断層は，相対的に新しい断層の形成以降の活動はないと考えられる。

また，「主要な断層」に「その他の断層」が分岐・会合する場合は，地質構造を規制する「主要な断層」が，規模，連続性等から優位性がある。

形成時期が相対的に新しく，地質構造を規制している正断層 ⇒ カテゴリーⅢ
形成時期が相対的に新しい断層は，地質構造を規制するような規模，連続性を有する断層ともなっており，カテゴリーⅠ，Ⅱの断層に比べて評価の優位性がある。敷地近傍の断層も含めて，
これらの断層をカテゴリーⅢの断層とし，「震源として考慮する活断層」の評価対象の断層とする。

6.2.2.2 評価対象となる断層

敷地の断層の評価対象となる断層の考え方

地質構造図

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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 Tr-20’-1トレンチ南面の泊層上部層中に確認された小断層ｓ-19は，深度方向には小段で消滅し，走向方向もトレンチ北面には連続しない。
 小断層ｓ-19の下方の小断層aは，小断層ｓ-19と走向・傾斜も異なり，トレンチ底盤で消滅する。

⇒ 小断層は， 破砕幅，鉛直変位量が極めて小さく，走向方向，深度方向ともに連続性に乏しい断層である。

6.2.2.2 評価対象となる断層

Step ２ 小断層（s-19）

【泊層上部層中の小断層の特徴】

 挟在物を伴わない小断層も認められる。

 北面と南面で連続しない小断層が多い。

Tr-20’-1トレンチスケッチ

E← →W

Tr-20’-1 s-1 N34゜E48゜E
破砕幅：１cm 挟在物：粘土，シルト

Tr-20’-1 s-2 N20゜E50゜E
破砕幅：0.2cm 挟在物：粘土，シルト

小断層 s-19 N12゜W38゜W(破砕幅：１cm)

小断層 a N39゜E46゜SE(破砕幅：２cm)

小断層 s-17 N44゜E48゜E(破砕幅：１cm)

小断層 s-18 N7゜E54゜E(破砕幅：３cm)

Tr-20’-1 s-3 N40゜E53゜E
破砕幅：２cm 挟在物：粘土，シルト

Tr-20’-1 s-4 N39゜E52゜E
破砕幅：２cm 挟在物：粘土，シルト 礫含有率５％以下

南面

北面

底盤

小段

凡 例
Tr-20’-1トレンチ概要

Tr-20’-1トレンチ位置図（地質構造図）

下図拡大範囲

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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 Tr-20’-3トレンチの蒲野沢層中に認められる小断層は，トレンチ北面と南面とで連続せず， 破砕幅，鉛直変位量も小さい。
⇒ 小断層は， 破砕幅，鉛直変位量が極めて小さく，走向方向，深度方向ともに連続性に乏しい断層である。

6.2.2.2 評価対象となる断層

Step ２ 小断層

【 蒲野沢層中の小断層の特徴】

 蒲野沢層の砂岩中には，数10cm～数m程度の間隔で小
断層が認められる。

 小断層は，僅かな変位が認められるものと不明なものが
ある。

 小断層は北面と南面で連続しないものが多い（右上図）。

 小断層は，破砕部を伴わず面が密着しているものが多い
（右写真）。

凡 例

F3

W← →E

Ｍ1

F2

南面

北面

Ge-ss

Ｍ1

Toya

F3

F2

Ge-ss

写真範囲

蒲野沢層中の凝灰岩（g4）を正断層センスで
変位させる小断層（N25゜E38゜W）は，面が密
着し，挟在物が認められない。これを切る逆
傾斜の小断層（s）も面が密着している。

Tr-20’-3トレンチスケッチ

※小断層の多くは北面と南面で連続しない。

小断層の走向線

小断層

蒲野沢中の

凝灰岩（g4）

s

s

Tr-20’-3トレンチ概要

下図拡大範囲

Tr-20’-3トレンチ位置図（地質構造図）
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 ｆ－ℓ断層は，試掘坑調査，ボーリング調査及びトレンチ調査により確認されたN-S走向で東側に緩く傾斜する断層であり，
移動のセンスは逆断層と推定される。

 ｆ－ℓ断層は，ボーリング調査の結果，延長が最大見積もっても約500m以下の連続性のない断層であり，鉛直変位量が確
認できない程度に小さく，深部にも連続しないことが確認されている。ｆ－ℓ断層は，小断層とほぼ同等の性状を有している。
⇒ ｆ－ℓ断層は，小断層と同様に， 破砕幅，鉛直変位量が極めて小さく，走向方向，深度方向ともに連続性に乏しい断層

である。

6.2.2.2 評価対象となる断層

Step ２ ｆ－ℓ断層

a
a’

断層名 走 向 傾 斜
最大破砕幅

(cm)
見かけ鉛直変位量

(m)
移動の
センス

ｆ－ℓ N2゜W～18゜E 30゜～43゜E 15 － （逆）

北側の5断面では，ｆ－ℓ 断層は分布しない

地質断面図

a a’

下図拡大範囲

南側の6断面では，ｆ－ℓ 断層は分布しない
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 「分岐・会合」は，互いの断層が傾斜方向が同じでかつ近接して１条に収斂する分布形態であり，明確な新旧関係を示してはおらず，断層の形成時期は
ほぼ同時期と判断される。 ただし，収斂した断層がさらに延長している場合には，その断層を主たる断層（○）とみなすことができ，分岐・会合する他の
断層の形成時期を包含すると考えられる。

 このうち，断層の両端が隣接する同一断層に接合する場合は，部分的な「派生」とみなすことができるので，形成時期の検討は一方の主たる断層（○）
の形成時期に包含されると考えられる。

⇒ 活動性の検討は，主たる断層について行えば，他の分岐・会合する断層の活動性検討も取り込んでいると考えられる。

 「切り・切られ」は，一方の断層の延長が他の断層を越えて連続しない場合であり，明確な新旧関係を表しており，他方を切る断層（○）の形成時期が相
対的に新しいと判断される。

⇒ 活動性の検討は，他方を切る断層について行えば，他の切られる断層の活動性検討も取り込んでいると考えられる。

走向が大きく異なる断層

⇒ 切られる断層

他方を切る断層（〇）

連続しない

切り・切られ 新旧関係あり，他方を切る断層の形成時期が相対的に新しい

断層の傾斜方向

主たる断層（〇）

分岐・会合する断層

分岐・会合 新旧関係は明確ではなく，形成時期はほぼ同時期

主たる断層（〇）

断層の両端が同一断層に

分岐・会合する断層 ⇒ 派生断層

派生 形成時期は主断層に包含される

6.2.2.2 評価対象となる断層

Step ３ 断層相互の関係と形成時期（新旧関係）の考え方

新 規 第８７８回審査会合（2020.7.17）
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 高角度の正断層が発達する地質構造の特徴のひとつとして，泊層下部層が地表付近に分布する範囲は，周囲をＦ－５断層，
Ｆ－６断層，Ｆ－７断層等に取り囲まれる地塁状をなす。

 Ｆ－６断層はＦ－５断層及びＦ－７断層に切られ，Ｆ－５断層はＦ－３断層及びＦ－４断層に切られ，Ｆ－７断層はＦ－４断層及
びＦ－８断層に切られており，地表部ではこれらの断層より外側には延長しない。

 ｆ－ｎ断層は，断層の南方，北方ともに同方向で同センスのＦ－５断層に会合し，延長の短い断層である。

⇒ Ｆ－５断層，Ｆ－６断層，Ｆ－７断層及びｆ－ｎ断層は，泊層下部層の地塁を形成した後に，Ｆ－３断層，Ｆ－４断層及びＦ－８
断層に切られて以降は活動しておらず，形成時期が相対的に古い断層である。

6.2.2.2 評価対象となる断層

Step ３ Ｆ－５断層，Ｆ－６断層，Ｆ－７断層，ｆ－ｎ断層

Ⅰ’

Ⅱ’

Ⅲ’

地塁状をなす泊層下部層分布域

地質断面図（東西方向）

地塁状をなす泊層下部層分布域

地質断面図（南北方向）

Ｆ－５断層は，Ｆ－４断層に切られる

Ｆ－６断層は，Ｆ－５断層及び
Ｆ－７断層に切られる

Ｆ－５断層は，Ｆ－３断層に切られる Ｆ－７断層は，Ｆ－４断層に切られる

Ｆ－７断層は，Ｆ－８断層に切られる

ｆ－ｎ断層は，Ｆ－５断層に会合する

F-7

断層名 走 向 傾 斜
最大破砕幅

(cm)
見かけ鉛直変位量

(m)
移動の
センス

Ｆ－５ N14˚W～2˚E 63˚～78˚W 40 270以上 正

Ｆ－６ (N84˚W) （60˚N～90˚） [7] 200 正

Ｆ－７ N14˚～35˚E 75˚SE 25 160以上 正

ｆ－n N26゜E 48゜NW 30 20 正

地質構造図

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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 地塁状構造東側のｆ－ｆ断層，ｆ－ｇ断層，ｆ－ｐ断層は，N-S～NE-SW走向で東傾斜の正断層である。

 ｆ－ｆ断層，ｆ－ｇ断層，ｆ－ｐ断層は，ｆ－３断層，Ｆ－４断層に切られることから，ｆ－３断層，Ｆ－４断層形成
以降の活動はなく，形成時期が相対的に古い断層である。

 ｆ－３断層は，Ｆ－４断層，Ｆ－９断層及びＦ－１０断層に切られており，Ｆ－４断層，Ｆ－９断層及びＦ－１０
断層形成以降の活動はなく，形成時期が相対的に古い断層である。

6.2.2.2 評価対象となる断層

Step ３ ｆ－ｆ断層，ｆ－ｇ断層，ｆ－ｐ断層，ｆ－３断層

原子炉施設設置位置西側地質鉛直断面図

ｆ－ｇ断層はｆ－３断層に切られ，ｆ－ｐ断層は
ｆ－３断層，Ｆ－４断層に切られ，ｆ－３断層は
Ｆ－４断層に切られる

ｆ－ｆ断層，ｆ－ｇ断層は，ｆ－３断層，Ｆ－４断層に
切られ，ｆ－３断層はＦ－４断層に切られる

地質構造図

ｆ－ｆ断層はＦ－７断層に切られ，ｆ－ｇ断層は
Ｆ－４断層，Ｆ－７断層に切られる ｆ－ｇ断層はｆ－３断層，Ｆ－４断層に切られ，ｆ－３断

層はＦ－４断層に切られる

下図拡大範囲

原子炉施設設置位置西側地質水平断面図（T.P.約-16m）

断層名 走 向 傾 斜
最大

破砕幅(cm)

見かけ

鉛直変位量(m)
移動の
センス

ｆ－ｆ [N16゜～36゜E] [70゜～75゜SE] ［25］ 30 正

ｆ－ｇ N27゜～34゜E 80゜～83゜SE 20 60 正

ｆ－ｐ N45゜E 85゜SE 25 30 正

ｆ－３ N28゜E 38゜NW 30 45 逆

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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 ｆ－ｂ断層は，NE-SW走向で東側に傾斜する高角度の正断層である。ｆ－ｂ断層は，南方はＦ－１断層に会合し，北方はＦ－１
断層の北方延長であるＨ－６断層に会合していることから，同方向で同センスの「主要な断層」であるＦ－１断層に比べ規模，
連続性等の優位性がない。

 ｆ－ｃ断層は，NNW-SSE走向で東側に傾斜する高角度の正断層である。ｆ－ｃ断層は，Ｆ－２断層及びｆ－ｂ断層に切られており，
Ｆ－２断層及びｆ－ｂ断層形成以降の活動はなく，形成時期が相対的に古い断層である。

 ｆ－ｄ断層は，NE-SW走向で西側に傾斜する高角度の正断層である。ｆ－ｄ断層は，Ｆ－２断層に切られており，Ｆ－２断層形成
以降の活動はなく，形成時期が相対的に古い断層である。

 ｆ－e断層は，N-S走向で東側に傾斜する高角度の正断層である。ｆ－e断層は，Ｆ－２断層及びＦ－３断層に切られており，
Ｆ－２断層及びＦ－３断層形成以降の活動はなく，形成時期が相対的に古い断層である。

6.2.2.2 評価対象となる断層

Step ３ ｆ－b断層，ｆ－ｃ断層，ｆ－d断層，ｆ－e断層

断層名 走 向 傾 斜
最大破砕幅

(cm)
見かけ鉛直変位量

(m)
移動の
センス

ｆ－ｂ N57゜～62゜E 60゜～75゜SE 20 30 正

ｆ－ｃ N3゜W～3゜E 70゜～80゜E 25 20 正

ｆ－ｄ N22゜～40゜E 76゜～83゜NW 13 30 正

ｆ－ｅ N43゜W～10゜E 50゜～78゜NE 15 50 正地質構造図

地質断面図

下図拡大範囲

地質構造図
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 ｆ－ｊ断層は，NNE-SSW走向で西側に傾斜する正断層である。ｆ－ｊ断層は，南方，北方ともに同方向で同センスのＦ－９
断層に会合することから，「主要な断層」であるＦ－９断層に比べ規模，連続性等の優位性がない。

6.2.2.2 評価対象となる断層

Step ３ ｆ－ｊ断層

a a’

断層名 走 向 傾 斜
最大破砕幅

(cm)
見かけ鉛直変位量

(m)
移動の
センス

ｆ－ｊ N8゜～42゜E 44゜～51゜NW 5 60 正

地質断面図

a
a’

b
b’6

6

下図拡大範囲

b b’

地質構造図

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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 ｆ－ｋ断層は，N-S～NNW-SSE走向で東側に傾斜する高角度の正断層である。ｆ－ｋ断層は，北方でＦ－９断層に切られており，
Ｆ－９断層形成以降の活動はなく，形成時期が相対的に古い断層である。

 ｆ－ｏ断層は，N-S走向で東傾斜の逆断層である。ｆ－ｏ断層はｆ－ｋ断層に切られ，ｆ－ｋ断層はＦ－９断層に切られており，
ｆ－ｏ断層は，ｆ－ｋ断層，Ｆ－９断層形成以降の活動はなく，形成時期が相対的に古い断層である。

6.2.2.2 評価対象となる断層

Step ３ ｆ－ｋ断層，ｆ－ｏ断層

断層名 走 向 傾 斜
最大破砕幅

(cm)
見かけ鉛直変位量

(m)
移動の
センス

ｆ－ｋ N9゜～38゜E 62゜～77゜E 23 10 正

ｆ－ｏ N16゜E 30゜E 0.1 20 逆
地質構造図

地質断面図

d d’

c c’

b
b’

d
d’

c
c
’

b
b’

下図拡大範囲

地質構造図
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 ｆ－ｍ断層は，NW-SE走向で北東に傾斜する高角度の正断層である。ｆ－ｍ断層は，西方でＦ－１０断層，東方でｍ－ａ
断層に切られており，Ｆ－１０断層，ｍ－ａ断層形成以降の活動はなく，形成時期が相対的に古い断層である。

 原子炉建屋東側の沿岸に分布するｍ－ｂ断層，ｍ－ｃ断層は，NW-SE走向で北東に傾斜する正断層である。ｍ－ｂ断
層，ｍ－ｃ断層は，ｍ－ａ断層より西側には分布しておらず，ｍ－ａ断層に切られており，ｍ－ａ断層形成以降の活動は
なく，形成時期が相対的に古い断層である。

6.2.2.2 評価対象となる断層

Step ３ ｆ－ｍ断層，ｍ－ｂ断層，ｍ－ｃ断層

断層名 走 向 傾 斜
最大破砕幅

(cm)
見かけ鉛直変位量

(m)
移動の
センス

ｆ－ｍ ［N35゜～66˚W］ [65˚～80˚N] ［7］ 60 正

ｍ－ａ ［N21゜～39˚E］ ［65˚～88˚E］ ［50］ 85 正

ｍ－ｂ ［N45゜W］ ［80゜NE］ ［46］ 60 正

ｍ－ｃ ［N55゜W］ ［60゜NE］ ［30］ 10 正

地質鉛直断面図（Y-Y’）

凡 例

［ ］ ボーリングデータ

下図拡大範囲

地質水平断面図（T.P.-16m）

Y Y’

地質構造図

Y
’

Y
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敷地～敷地近傍の断層

東京電力・東北電力敷地の地質構造図

東京電力・東北電力敷地の地質断面図

東京電力（2010）を基に作成

東京電力敷地 東北電力敷地
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6.2.2.2 評価対象となる断層

敷地近傍及び敷地の断層の形成時期（新旧関係）
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 敷地～敷地近傍の断層について，断層の相互関係及び前述の「形成時期（新旧関係）の考え方」に基づき，検討を行った。
 敷地～敷地近傍の断層は，Ｗ－１断層，Ｗ－２断層，Ｗ－３断層，一切山東方断層（Ｆ－１断層），Ｆ－３断層，Ｆ－４断層，Ｆ－９断層，ｍ－ａ断層，Ｆ－８断層，Ｆ－１０

断層に分岐・会合または，切られる関係にあり，主要な断層であり，形成時期が相対的に新しいこれらの断層に代表することができる。
西側の断層（Ｗ－１，Ｗ－２，Ｗ－３）は互いに分岐・会合の関係にあり，形成時期はほぼ同時期と考えられるが，Ｗ-１断層に収斂するように分布することから，Ｗ

－１断層が主たる断層と考えられる。
一切山東方断層（Ｆ－１）は，Ｗ－１断層と分岐・会合の関係にあり，形成時期はほぼ同時と考えられる。
ｆ－ａ断層（北方はＨ－９断層），Ｈ－８断層及びＨ－７断層は一切山東方断層（Ｆ－１）に収斂する形態であり，一切山東方断層が主たる断層と考えられる。
Ｆ－３断層，Ｆ－４断層，Ｆ－９断層は互いに切り・切られの関係にあり，形成時期はほぼ同時期と考えられる。なお，Ｆ－９断層は，敷地南方では老部川右岸の断層

となり，傾斜方向が逆である西側の断層（Ｗ－１）に切られると考えられるものの，明確な根拠に乏しいことから「震源として考慮する活断層」の評価対象として扱う。
Ｆ－２断層は，敷地の南方では消滅する。北方ではＦ－１断層の北方延長であるＨ－６断層と分岐・会合するＨ－６ａ断層が，Ｈ－４断層を切る。
ｍ－ａ断層を切る断層はなく，近接する断層を切る。

6.2.2.2 評価対象となる断層

敷地～敷地近傍の断層の形成時期（新旧関係）

敷地北東部の地溝状をなす正断層

敷地中央～南部の地溝状をなす正断層西側の東傾斜の正断層

一切山東方断層

Ｆ－１

Ｈ－６

f-ａ（Ｈ-９）

Ｈ-７ Ｈ-８

Ｆ－２

Ｈ－５

f-ｃ

ｆ-ｅ

ｆ-ｄ

ｆ-ｄＨ－４Ｈ-６ａ

W－１
W-２(H-10a)

W-３(H-10)

ｍ－ａ

ｍ－ｂ

ｍ－ｃ

ｆ-ｍ

ｆ-１

Ｆ－８

Ｆ－１０

Ｆ－７

ｆ-ｆ

Ｆ-４

ｆ-ｍ

ｆ-3

Ｆ－１０

ｆ-１

ｆ-ｍ

ｆ-3

ｆ-１

Ｆ－４
Ｆ-９

ｆ-ｐ

ｆ-３

Ｆ-８

ｆ-ｇ

ｆ-ｆ

Ｆ－３ Ｆ-５

ｆ-ｅ ｆ-ｎ

Ｆ-６

Ｆ－９
老部川右岸の断層

Ｆ-３

ｆ-k

ｆ-３

ｆ-ｏ

f-ｊ

ｆ-g

Ｆ-５

Ｆ-３

ｆ-ｎ

Ｆ-６

Ｆ-４

Ｆ-７

ｆ-３

Ｆ-９
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Step2，3まとめ

 敷地中央部のＦ－５断層，Ｆ－６断層，Ｆ－７断層，ｆ－ｆ断層，ｆ－ｇ断層，ｆ－ｎ断層，ｆ－ｐ断層及びｆ－３断層は，主要な断層に切られあるいは会合し，走向方向に連続し
ない形成時期が相対的に古い断層である。

 敷地北西部のｆ－ｂ断層，ｆ－ｃ断層，ｆ－ｄ断層及びｆ－ｅ断層は，主要な断層に切られあるいは会合し，走向方向に連続しない形成時期が相対的に古い断層である。

 Ｆ－２断層は，北方でＨ－４断層に切られ，Ｈ－４断層はＦ－１断層の北方延長となるＨ－６断層と分岐・会合するＨ－６ａ断層に切られる。敷地の南方では消滅する。

 敷地南部のｆ－ｊ断層，ｆ－ｋ断層及びｆ－ｏ断層は，主要な断層に切られあるいは会合し，走向方向に連続しない形成時期が相対的に古い断層である。

 小断層，敷地東部のｆ－ℓ断層は破砕幅，鉛直変位量が小さく，走向方向，深度方向に連続しない断層である。Step 2

Step 3

 敷地北東部のｆ－ｍ断層，沿岸のｍ－ｂ断層及びｍ－ｃ断層は，ｍ－ａ断層に切られ，走向方向に連続しない形成時期が相対的に古い断層である。

カテゴリーⅠ：破砕幅，鉛直変位量が小さく，連続性がない断層
敷地の断層のうち，「小断層」と一部の「その他の断層は，破砕幅，鉛直変位量が極めて小さく，走向方向，深度方向ともに連続性に乏しい断層である。カテゴリーⅠの断層は，「震源として考慮
する活断層」の評価対象外とし，これらの断層に比べて，より破砕幅，鉛直変位量が大きく，連続性のある断層について，「震源として考慮する活断層」の評価を行う。

カテゴリーⅡ：他の断層より形成時期が相対的に古い断層
敷地の「主要な断層」と多くの「その他の断層」は正断層であり，これらは，切り・切られあるいは分岐・会合の関係にあることから，大局的にはほぼ同時期に形成されたと考えられるものの，詳細
には相互の新旧関係が検討でき，形成時期が相対的に古い断層である。カテゴリーⅡの断層は，相対的に新しい断層の形成以降の活動はないと考えられることから， 「震源として考慮する活
断層」の評価対象外とする。
また，「主要な断層」に「その他の断層」が分岐・会合する場合は，地質構造を規制する「主要な断層」が，規模，連続性等から優位性があることから，「その他の断層」の評価は行わず， 「主要な
断層」について，「震源として考慮する活断層」の評価を行う。

カテゴリーⅢ：形成時期が相対的に新しく，地質構造を規制している正断層
形成時期が相対的に新しい断層は，地質構造を規制するような規模，連続性を有する断層ともなっており，カテゴリーⅠ，Ⅱの断層に比べて評価の優位性があり，敷地近傍の断層も含めて，
これらの断層を「震源として考慮する活断層」の評価対象とする。

一切山東方断層(F-1断層，f-a断層)，W-1断層(W-2断層，W-3断層)，F-3断層，F-4断層，F-9断層（老部川右岸の断層），m-a断層，F-8断層，F-10断層
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敷地～敷地近傍の地質構造の特徴として，ほとんどの断層が東傾斜のシンセティック正断層であり，一部にアンティセティック正断層も認められる。この地質構造
の特徴は平(2004)に示されている地質構造モデルとも整合している。

敷地～敷地近傍の断層の評価にあたっては，地質構造の特徴を踏まえつつ，Ｓｔｅｐ１~Ｓｔｅｐ３で抽出された同時期・同一応力場で形成された断層の中で，破砕幅・
鉛直変位量が大きく連続性を有し，形成時期が相対的に新しく，地質構造を大きく規制するカテゴリーⅢの断層を対象として評価を行う。

6.2.2.2 評価対象となる断層

敷地～敷地近傍の評価対象となる断層（まとめ）

Step2 破砕幅，鉛直変位量が小さく，

連続性がない断層か

Step3 主要な断層に会合，あるいは

主要な断層に切られる断層か

該当する

該当しない

該当しない

Step1 耐震重要施設及び常設重大

事故等対処施設の直下の断

層に該当しない

該当する

該当しない

f-1, f-2

敷地内の小断層，

f-ℓ

[敷地近傍～敷地の断層] W-1, W-2, W-3，一切山東方断層（F-1），
老部川右岸の断層（F-9），F-2

[敷地の主要な断層] F-3, F-4, F-5, F-6, F-7, F-8, F-10
[その他の断層] f-a, f-b, f-c, f-d, f-e, f-f, f-g, f-j, f-k, f-ℓ, f-m, f-n, f-o, f-p
[原子炉建屋設置位置の断層] f-1, f-2, f-3
[原子炉建屋設置位置の断層（沿岸の断層） ]  m-a, m-b, m-c
[その他] 敷地内の小断層

該当する

断層名

走向 傾斜

最大破砕幅
（㎝）

見かけ
鉛直

変位量
（ｍ）

特徴・センス
主な走向
（計測値）

主な傾斜
方向

（計測値）

敷地西側の
東傾斜の正断層

一切山東方断層（Ｆ－１断層）
NNE-SSW～

NW-SE
E 150 200

シンセティック
正断層

ｆ－ａ断層 NW-SE E 30 40
シンセティック

正断層

Ｗ－１断層
NNE-SSW～

NW-SE
E 45 45

シンセティック
正断層

Ｗ－２断層
NE-SW～NW-

SE
E ― 40

シンセティック
正断層

Ｗ－３断層
NE-SW～NW-

SE
E 30 40

シンセティック
正断層

敷地中央～南部
の地溝状をなす

正断層

Ｆ－３断層
N-S～
NE-SW

E 55 170以上
シンセティック

正断層

Ｆ－４断層 NE-SW E 250 60
シンセティック

正断層

Ｆ－９断層
(老部川右岸の断層)

N-S～
NNE-SSW

W 210 180以上
アンティセティック

正断層

敷地北東部の
地溝状をなす

正断層

Ｆ－８断層
N-S～
NE-SW

E 75 200
シンセティック

正断層

Ｆ－１０断層 NE-SW W 35 110以上
アンティセティック

正断層

ｍ－ａ断層 NNE-SSW E 50 85
シンセティック

正断層

将来活動する可能性のある
断層等の活動性評価で確認

カテゴリーⅠ

カテゴリーⅡ

「震源として考慮する活断層」の評価対象となる断層

f-b, f-c, f-d, f-e, f-f, f-g, 
f-j, f-k, f-m, f-n, f-o, f-p/
m-b, m-c/f-3/
F-2, F-5, F-6, F-7

カテゴリーⅢ

※ｆ－１断層の評価において活動性がないことを確認済み

新 規

同時期・同一応力場で形成された断層の中で，破砕幅・鉛直変位量が大きく連続性を有し，形成
時期が相対的に新しく，地質構造を大きく規制する断層

一切山東方断層(F-1,f-a) ,W-1(W-2, W-3)／F-3, F-4, F-9(老部川右岸の断層)／
F-8※, F-10※／m-a
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・本地域では，西傾斜の正断層は少なく，東傾
斜の正断層が卓越

・これらの正断層の中では，一切山東方断層の
鉛直変位量が最大，規模も大きい

敷地に認められる構造 敷地～敷地近傍に認められる大きな構造

6.2.2.2 評価対象となる断層

（参考）敷地～敷地近傍の地質構造の特徴と一切山東方断層①

 敷地～敷地近傍では，NE～SW方向の東傾斜の正断層が支配的な構造で，これらの正断層の中では，破砕幅，鉛直変位量とも一切山東方断層が最大である。

 カテゴリーⅢの断層の中でも，最大破砕幅が数10cmの断層に比べて１ｍ以上の断層や，鉛直変位量が数10ｍの断層に比べて100ｍを超える断層は，オーダー的に
より規模の大きな断層であり，両条件を満たす一切山東方断層（Ｆ－１断層）及び老部川右岸の断層（Ｆ－９断層）は，他の断層に比べて規模の大きな断層である。

 敷地～敷地近傍において，大きな地溝状を呈し蒲野沢層の分布を大きく規制する断層は，一切山東方断層と老部川右岸の断層である。

 一方，アンティセティック正断層と考えられる老部川右岸の断層（Ｆ－９断層）に対して，シンセティック正断層の一切山東方断層（Ｆ－１断層）が主要な断層と考えられる。

 一切山東方断層は「[新編]日本の活断層」(1991)に記載され，一切山東方断層の一部に対応した位置にLDリニアメントが判読される。

⇒ 敷地～敷地近傍の地質構造の特徴として，上記のカテゴリーⅢの断層の中にあって，一切山東方断層は代表的な断層である。

1

100

200

300

400

500

600

700

800

500

1

200

100

300

400

敷地中央～南部の地溝状をなす正断層
【Ｆ－９断層，Ｆ－４断層，Ｆ－３断層】

H
28

-L
in

e4

敷地北東部の地溝状をなす正断層
【Ｆ－８断層，Ｆ－１０断層，ｍ－ａ断層】

地溝状をなす正断層
【一切山東方断層， 老部川右岸の断層】
・一切山東方断層には，敷地のＦ－１断層が連続し，ｆ－ａ断層が会合
・老部川右岸の断層は西傾斜の正断層で，敷地のＦ－９断層に連続
し，一切山東方断層と地溝状を構成する。敷地南方で西側の断層
に切られる。

・一切山東方断層と西側の断層は敷地南方で会合し，いずれも消滅
敷地西側の東傾斜の正断層
【一切山東方断層， Ｗ－１断層，Ｗ－２断層，Ｗ－３断層】
・敷地西側には一切山東方断層と並行して，数条の東傾斜の正断層
が半地溝状を構成

敷地近傍の地質構造図

 地質図，地質断面図に加えて，反射法地震探査結果を概観（次頁）すると，敷地～敷地近傍の断層は，シンセティック正断層を主体とし，深部で低角化し，
消滅する傾向にあり，正断層の引張応力場における地質構造と同様の特徴を有する。
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6-596.2.2.2 評価対象となる断層

（参考）敷地～敷地近傍の地質構造の特徴と一切山東方断層②

H28-Line3

Ｗ← →E

Ｗ←

W-1 W-2 W-3

Ｗ← →E

一切山東方断層 一切山東方断層

敷地西側の
東傾斜の正断層

敷地中央～南部の
地溝状をなす

正断層

敷地東部の
地溝状をなす

正断層

敷地東部の
地溝状をなす

正断層

敷地西側の
東傾斜の正断層

H28-Line4

 敷地～敷地近傍の地質構造の特徴として，ほとんどの断層が東傾斜のシンセティック正断層であり，一部にアンティセティック正断層も認められる。この地質構造の特徴は平(2004)に示さ
れている地質構造モデルとも整合している。
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